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【参考】インフラ長寿命化に向けた計画の体系

（国⼟交通省より提供）



社会資本整備等

検討課題 持続可能なインフラメインテナンスサイクルの構築について

＜背景＞
⾼度経済成⻑期以降に整備された社会資本の⽼朽化が加速度的に進⾏してい
る⼀⽅で、市町村における技術系職員数や⼟⽊関係予算は減少傾向にあり、
今後も⼤幅な増加は⾒込み難い中でも、地域にとって重要なインフラは維持
管理し続けていくことが課題。（参考資料３−３）
＜ＷＧでの論点＞
体制（⼈⼿・予算）に課題を抱える地⽅⾃治体等において、予防保全型イン
フラメインテナンスを進め、持続可能なメインテナンスサイクルを構築する
ための⽅策（メインテナンスの優先順位付け、利⽤実態等を踏まえた基準に
基づく施設の集約・再編等を含む広域的・戦略的なマネジメントの推進）に
ついて議論する。
点検・診断などの業務へのドローン・ＡＩ等の導⼊について、先⾏事例の他
分野への横展開や、中⼩規模の⾃治体における導⼊促進に向けて、関連する
取組を報告の上、議論する。
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広域的・戦略的なインフラマネジメントに関する委員からの主な御意見
（経済・財政一体改革推進委員会・国と地方のシステムＷＧ、R4.4～）

 地域における複数の異なる種類のインフラを群として捉えて、複数種のインフラを横串
を刺して計画的に管理していくという予防保全の考え方をぜひ導入していくべき。

 個々の施策は適切なものと感じられるが、各地域が賢明な自己決定に基づいて公的ス
トックの適正化を進めることができるよう能力・資源面からの支援を行う点で共通して
いるように思われる。しかし問題は、そのような判断を怠り漫然と現状のストックを抱
え続ける地域があり得るということではないか。地方自治の本旨を踏まえれば、どのよ
うなストックの状況が適切かを国が一方的に判断・評価することは望ましくないと考え
るが、当事者において類似自治体や近隣との比較に基づいて実質的な判断を行なうこと
ができるよう、現状に関する情報を総合的に把握して提示する必要があるのではないか。

 広域インフラマネジメントの推進を群として捉えようとしていることが先駆的と思うが、
実質的に自治体・県と国の役割分担については柔軟な体制づくりで進めてもらいたい。
ＤＸで横展開が可能になっていることを踏まえれば、従前のような自治体を超えた提案
が可能となっていることから、広域的・戦略的なインフラマネジメント推進の狙いは、
横串のためのデータ基盤の共有化など、個別技術開発の一歩先を見据えた活動を進めて
もらいたい。

 デジタル田園都市の効果を可視化することが重要だが、都市規模によっては闇雲な合
併・統合のような形ではなく、枯れた技術の水平展開とデジタル化で横展開することで
財政効果を発揮できる可能性があるので、このあたりの対応についても考えてもらいた
い。広域化・統合化の副作用に配慮したＫＰＩの設定が必要。
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広域的・戦略的なインフラマネジメント（国土交通省の取組状況）

（国⼟交通省より提供）
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